
（別記） 

５年度東御市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

東御市の気候は、内陸性気候で、年平均気温 11～13℃、年間降水量は 800～1,000 ㎜と

少雨であり、四季を通じて日照時間が長いといった特徴があり、また、市のほぼ中央を千

曲川が東西に流れ、千曲川北側では標高差が 1,500m にも及ぶ南面傾斜の扇状地が広が

り、南側では標高 600～850m の二つの台地、千曲川及びその支流である鹿曲川に沿った河

岸段丘に大別される変化に富んだ地勢であるため、それぞれの地域の特性を活かした農業

が行われています。 

東御市東部地域は、市のほぼ中央を東西に流れる千曲川の北側に位置し、稲作について

は、1戸あたりの経営規模が零細で、傾斜地であるために小区画の圃場が多く、生産条件

が不利な中で、農家の努力と工夫により生産が続けられ、米を作付けない水田について、

野菜、果樹、花き等の園芸作物を中心として、地域の気候・立地条件を活かした産地化が

図られていますが、近年の農業従事者の高齢化、就農者の減少及び農業所得の減少等によ

る労働力不足が進み、調整水田等の作物によらない生産調整の割合が増加しており、生産

の縮小傾向の進展、遊休荒廃地の増加等の水田農業振興上の大きな課題となっています。 

 東御市北御牧地域は、市のほぼ中央を東西に流れる千曲川の南側に位置しており、用水

やため池の開発により稲作を中心に農業が発展してきており、強粘土質の土壌や気候条件

にも恵まれ、現在は、県内でも有数の良質米産地となっています。米を作付けない水田に

ついては、野菜、花き等の園芸作物や麦、大豆、ソバを中心に「適地適作」を考慮しなが

ら水稲以外の作付の拡大を推進していますが、水田が集中する台地部は強粘土質土壌で水

捌けが悪く、水稲以外の作物の栽培には不適であるという状況から、水田で栽培できる作

物が限られてしまう状況です。 

 東御市全体では、農業者の高齢化、農業所得の減少等による担い手不足や、市内耕作地

の大部分が中山間地であり土地利用集積が困難な地域が多いこと等により、作物の集団的

導入に支障があり、調整水田や自己保全管理などの作物を作付しない形態での米の生産調

整の実施面積が増加しているため、水田の機能維持、農村環境保全及び農業所得の向上の

面からも、作物の作付による水田農業経営の推進が課題となっています。 
 
２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 
 
 米の適正生産目安値達成に向けて、産地推進品目であるブロッコリー、アスパラガス、

キュウリ、スイートコーン等の適地適作を引き続き推進していくとともに、生産・流通コ

ストの低減を検討します。また、海外でもニーズが増えている長野県米について、新市場

開拓用米として取組みを推進し、経営安定と主食用米の適正生産を図ります。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 長野県が策定した「水田農業高収益化推進計画」に基づき、高収益作物の導入・定着等

を図る取組みを支援します。また、畑地化を進めるにあたり、事業の周知や地区との調整

など、関係機関と連携し、計画の実現にむけた取組を検討します。 

 畑地化促進事業及び畑作物産地形成促進事業を活用した畑地化・団地化について、大規

模農家等を中心として働きかけを行い、畑地化を推進します。 

 



 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

水持ちのよい強粘土質の土壌等により良質米産地が形成されている産地を中心に、地

域ブランド米の確立等の特色ある米への取組みを推進します。また、直売のほか多様な

販路の拡大、学校給食への供給と地場消費の拡大を目指します。 

 

（２）備蓄米 

  取組予定なし  

 

（３）非主食用米 

  ア 飼料用米 

輸入飼料の高騰に苦しむ畜産農家に対し、安定的に国産の飼料を供給するため、

特別な栽培技術が必要なく比較的取り組みやすい品目であるため、米の生産調整の

ための誘導品目の一つとして、複数年契約と生産拡大の取り組みを推進します。 

また、①温湯消毒、②微生物農薬（ﾀﾌﾌﾞﾛｯｸ又はｴｺﾎｰﾌﾟ）による種子消毒、③土壌

診断を活用した高度施肥管理、④堆肥（市内の畜産農家が生産するもの）の利用、

⑤疎植栽培（株間 22cm 以上、10a 当たり苗箱 16～18 枚）を取り入れ、生産性の向

上を図り、生産の拡大を図っていきます。 

 

  イ 米粉用米 

米の生産調整のための誘導品目の一つとして、取り組み向上を目指します。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

国内の主食用米の需給ギャップを補い、目安値に沿った適正生産を実現するた

め、当地域の意欲ある事業者によって取り組まれている新市場開拓用米について、

取組農家を増やすなど、更なる生産拡大を図るとともに生産性・品質向上を図りま

す。 

 

  エ WCS 用稲 

WCS 用稲については、現在、自給農家が取り組んでいますが、全体的に取組が少

ないことが課題であり、米の生産調整のための誘導品目の一つとして、取り組み向

上を目指します。また、①温湯消毒、②微生物農薬（ﾀﾌﾌﾞﾛｯｸ又はｴｺﾎｰﾌﾟ）による

種子消毒、③土壌診断を活用した高度施肥管理、④堆肥（市内の畜産農家が生産す

るもの）の利用を取り入れ、生産性の向上を図り、生産の拡大を図ります。 

 

  オ 加工用米 

当市(特に北御牧地域)の水田が集中する台地部は強粘土質土壌で水捌けが悪く、 

水田での水稲以外の作物の栽培には不向きな水田が多いことから、ＪＡとの連携の

もと、生産の拡大を目指します。また、①温湯消毒、②微生物農薬（ﾀﾌﾌﾞﾛｯｸ又はｴ

ｺﾎｰﾌﾟ）による種子消毒、③土壌診断を活用した高度施肥管理、④堆肥（市内の畜

産農家が生産するもの）の利用、⑤疎植栽培（株間 22cm 以上、10a 当たり苗箱 16

～18 枚）を取り入れ、生産性の向上を図り、生産の拡大を図ります。 

 

 

 



（４）麦、大豆、飼料作物 

麦は、品質分析、品質評価に基づいた栽培技術体系の改善を目指します。また、特

定の実需者(製粉会社等)との品質取引の推進を図ります。また、認定農業者が一定規

模以上の作付をした際に支援をし、麦の生産の拡大を図っていきます。 

大豆は、ナカセンナリを中心に作付け規模の拡大と品質の確保を図り、市内農産物

加工施設の需要に対応した生産量が確保できるよう推進します。特に北御牧地域につ

いては、大豆加工品として優良な特産品の製造団体も存在するため、特産品の安定供

給を目指します。また、大規模農家にあっては、市外業者等の販路が確立しているた

めさらなる作付拡大を目指します。また、大豆を市内の農産物加工施設等へ出荷・販

売したり、認定農業者が一定規模以上の作付をした際に支援をし、大豆の生産の拡大

を図ります。 

飼料作物については、自給農家が主であり大幅な面積の増加は見込めないため、現

状面積の維持を目指します。 

あわせて、中山間地の生産効率向上のため二毛作を推進します。 

 

（５）そば、なたね 

地域内の加工業者、加工組合等と連携した地域内加工・消費の拡大を目指します。

また、認定農業者が一定規模以上の作付をした際に支援をし、そばの生産の拡大を図

っていきます。 

 

（６）地力増進作物 

   ― 

 

（７）高収益作物 

当該地域においては、日照時間が長いなどの気候を活かした野菜の栽培が盛んであ

り、特にブロッコリー、アスパラガス、キュウリ、スイートコーンについては需要も高

いことから今後も水田を有効に活用するために産地交付金を活用しつつ、ブロッコリ

ー、アスパラガス、キュウリ、スイートコーン等の地域振興作物として生産の拡大を目

指します。あわせて、中山間地の生産効率向上のため二毛作を推進します。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

711.8 704.6 680.0

0.0 0.0 0.0

4.6 4.6 5.5

0.0 0.0 0.0

36.4 36.5 32.5

2.4 2.5 3.6

16.2 16.3 17.0

5.2 5.3 13.0

14.5 4.9 15.0 5.0 30.0 5.0

3.9 4.0 12.0

・子実用とうもろこし 1.6 0.1 0.2

5.5 5.6 17.0

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

92.5 93.4 125.0

・野菜 69.2 69.8 78.0

・花き・花木 5.5 5.6 7.0

・果樹 17.8 18.0 40.0

・その他の高収益作物 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

・○○

0.0 0.0 0.0

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

実施面積 （R4年度）20.7ha （R5年度）22.5ha

実施面積 （R4年度）2.4ha （R5年度）3.6ha

実施面積及び （R4年度）9.2ha （R5年度）20.0ha

（R4年度）7.6ha （R5年度）8ha

実施面積 （R4年度）9.5ha （R5年度）12.0ha

実施面積 （R4年度）7.7ha （R5年度）9.5ha

実施面積 （R4年度）4.6ha （R5年度）6.0ha

実施面積及び （R4年度）462a （R5年度）1,200a

対象面積割合 （R4年度）33.2％ （R5年度）35.0%

実施面積 （R4年度）36.2ha （R5年度）38.0ha

支払い対象面積 （R4年度）30.8ha （R5年度）10.0ha

支払い対象面積 （R4年度）3.1ha （R5年度）5.2ha

支払い対象面積 （R4年度）0.2ha （R5年度）10.0ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

飼料用米・加工用米
（基幹作物として生産され

るものに限る）

生産性・品質向上等に
対する助成

地産地消推進品目に対
する助成

7
戦略作物および東御市作物
リストにある作物（主食用
米及び戦略作物の後作）

二毛作に対する助成

4

ブロッコリー、アスパラガ
ス、キュウリ、スイート

コーン（基幹作物として生
産されるものに限る）

地域振興作物に対する
助成

5

野菜類、花き類、果樹
（新植に限る）

（基幹作物として生産され
るものに限る）（ブロッコ
リー、アスパラガス、キュ
ウリ、スイートコーンを除

く）

野菜、花き等に対する
助成

新市場開拓用米への取
組（地域の取組に応じ

た配分の対象分）

8 新市場開拓用米（基幹）
新市場開拓米の生産

性・品質向上等に対す
る助成

9 新市場開拓用米（基幹） 複数年契約加算

認定農業者平均水田面積

1

2

麦、大豆、そば
（基幹作物として生産され

るものに限る）

10 そば（基幹）

6
大豆

（基幹作物として生産され
るものに限る）

ＷＣＳ用稲
（基幹作物として生産され

るものに限る）

生産性・品質向上等に
対する助成

3 担い手に対する助成

そばの取組（地域の取
組に応じた配分の対象

分）

11 新市場開拓用米（基幹）



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：長野県

協議会名：東御市農業再生協議会

1 生産性・品質向上等に対する助成 1 14,500
飼料用米・加工用米

（基幹作物として生産されるものに限る）

下記①～⑤から１つ以上を行うこと。
①温湯消毒、②微生物農薬（ﾀﾌﾌﾞﾛｯｸ又はｴｺﾎｰﾌﾟ）による種
子消毒、③土壌診断を活用した高度施肥管理、④堆肥（市
内の畜産農家が生産するもの）の利用、⑤疎植栽培（株間
22cm以上、10a当たり苗箱16～18枚）

2 生産性・品質向上等に対する助成 1 11,000
ＷＣＳ用稲

（基幹作物として生産されるものに限る）

下記①～④から１つ以上を行うこと。また、①②について
は、当該取組を行った苗を購入した場合も含む。
①温湯消毒、②微生物農薬（ﾀﾌﾌﾞﾛｯｸ又はｴｺﾎｰﾌﾟ）による種
子消毒、③土壌診断を活用した高度施肥管理、④堆肥（市
内の畜産農家が生産するもの）の利用

3 担い手に対する助成 1 11,000
麦、大豆、そば

（基幹作物として生産されるものに限る）
水田において50ａ以上作付けした対象作物があること。

4 地域振興作物に対する助成 1 16,000
ブロッコリー、アスパラガス、キュウリ、スイー
トコーン（基幹作物として生産されるものに限

る）

実需者等に出荷・販売することを目的として生産された交付
対象作物であること。

5 野菜、花き等に対する助成 1 10,000

野菜類、花き類、果樹（新植に限る）
（基幹作物として生産されるものに限る）（ブ
ロッコリー、アスパラガス、キュウリ、スイート

コーンを除く）

実需者等に出荷・販売することを目的として生産された野菜
類、果樹、花き類であること。

6 地産地消推進品目に対する助成 1 7,500
大豆

（基幹作物として生産されるものに限る）
実需者等に出荷・販売することを目的として生産されたもの
であること。

7 二毛作に対する助成 2 10,000
戦略作物および東御市作物リストにある作

物（主食用米及び戦略作物の後作）

実需者等に出荷・販売することを目的として生産される戦略
戦略作物および東御市作物リストにある作物であり、同じ場
所の交付対象農地に、異なった種類の作物及び時期に作
付けした作物であること。

8 新市場開拓米の生産性・品質向上等に対する助成 1 4,500 新市場開拓用米（基幹）

経営所得安定対策等実施要綱別紙13の３の（２）の地域の
取組に応じた配分額の算定手順のうち新市場開拓用米の
取組に係る手続きを行っており、生産性向上のための課題
に対する取組として、別紙の取組のうち１つ以上に取り組む
こと。

9
新市場開拓米の複数年契約

（地域の取り組みに応じた配分）
10,000 新市場開拓用米（基幹）

新市場開拓用米の作付けに当たって、別要件を全て満たし
ており当年産から３年以上の複数年契約の販売契約を締結
していること。

10 そば（地域の取り組みに応じた配分） 20,000 そば（基幹）

経営所得安定対策等実施要綱別紙13の3の（2）の地域の
取組に応じた配分額の算定手順のうちそばの取組に係る手
続きが行われており、農協等と実需者との間で締結された
販売契約に基づく出荷契約又は実需者等との販売契約を
締結していること。

11
新市場開拓米（地域の取り組みに応じた配

分）
20,000 新市場開拓用米（基幹）

経営所得安定対策等実施要綱別紙13の３の（2）の地域の
取組に応じた配分額の算定手順のうち新市場開拓用米の
取組に係る手続きが行われていること。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



（別紙１）

整理番号８に係る生産性向上のための取組

取組内容 備考

不耕起田植技術
【確認方法】
作業日誌

排水対策
（明暗きょ排水の整備、心土破砕）

【確認方法】
作業日誌

育苗・移植作業の省力化
（直は栽培、乳苗移植、プール育苗、密苗栽培、疎植栽培）

【確認方法】
作業日誌

土づくり
（堆肥の施用、ケイ酸質資材の施用）

【確認方法】
作業日誌及び土壌診断結果通知書又は
肥料購入伝票

肥料の低コスト化、省力化
（土壌分析・生育診断を踏まえた施肥、流し込み施肥、側条施肥）

【確認方法】
作業日誌及び土壌診断結果通知書又は
肥料購入伝票

農薬の低コスト化、省力化
（種子の温湯消毒、農薬の苗箱播種同時処理、農薬の田植同時
処理、共同防除）

【確認方法】
作業日誌及び農薬の購入伝票

立毛乾燥
【確認方法】
作業日誌

担い手が行う取組

農地中間管理機構の借受者、認定農業
者、認定新規就農者、集落営農、人・農地
プランに位置付けられた地域の中心となる
経営体
【確認方法】
営農計画書及び農業経営改善計画の認
定書、青年等就農計画の認定書、経営所
得安定対策への加入を希望する集落営農
の一覧、人・農地プラン、担い手リストのい
ずれか

集積・団地化

５ha以上の団地化が対象
【確認方法】
営農計画書及び農地の位置関係がわかる
図面

施設・機械の共同利用
【確認方法】
作業日誌又は機械利用簿

収穫・流通体制の改善
（フレコン・バラ出荷、オペレータやコントラクタ等への作業委託）

【確認方法】
作業日誌及び出荷伝票又は作業委託契
約書のいずれかの写し



令和５年度 東御市作物リスト

219 野菜 アスパラガス ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 200
219 野菜 ブロッコリー ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 201
219 野菜 加工用トマト ｶｺｳﾖｳﾄﾏﾄ 202
219 野菜 きゅうり ｷｭｳﾘ 203
219 野菜 トマト ﾄﾏﾄ 204
219 野菜 なす ﾅｽ 205
219 野菜 ピーマン ﾋﾟｰﾏﾝ 206
219 野菜 かぼちゃ ｶﾎﾞﾁｬ 207
219 野菜 イチゴ ｲﾁｺﾞ 208
219 野菜 スイカ ｽｲｶ 209
219 野菜 メロン ﾒﾛﾝ 210
219 野菜 キャベツ ｷｬﾍﾞﾂ 211
219 野菜 はくさい ﾊｸｻｲ 212
219 野菜 ほうれんそう ﾎｳﾚﾝｿｳ 213
219 野菜 ねぎ ﾈｷﾞ 214
219 野菜 たまねぎ ﾀﾏﾈｷﾞ 215
219 野菜 レタス ﾚﾀｽ 216
219 野菜 だいこん ﾀﾞｲｺﾝ 217
219 野菜 にんじん ﾆﾝｼﾞﾝ 218
219 野菜 さといも ｻﾄｲﾓ 219
219 野菜 れんこん ﾚﾝｺﾝ 220
219 野菜 しょうが ｼｮｳｶﾞ 221
219 野菜 じゃがいも ｼﾞｬｶﾞｲﾓ 222
219 野菜 エンダイブ ｴﾝﾀﾞｲﾌﾞ 223
219 野菜 カリフラワー ｶﾘﾌﾗﾜｰ 224
219 野菜 ケ－ル ｹｰﾙ 225
219 野菜 小松菜 ｺﾏﾂﾅ 226
219 野菜 山東菜 ｻﾝﾄｳﾅ 227
219 野菜 春菊 ｼｭﾝｷﾞｸ 228
219 野菜 セルリー ｾﾙﾘｰ 229
219 野菜 タアサイ ﾀｱｻｲ 230
219 野菜 チンゲンサイ ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 231
219 野菜 つけ菜類 ﾂｹﾅﾙｲ 232
219 野菜 野沢菜 ﾉｻﾞﾜﾅ 233
219 野菜 パセリ ﾊﾟｾﾘ 234
219 野菜 みずな ﾐｽﾞﾅ 235
219 野菜 モロヘイヤ ﾓﾛﾍｲﾔ 236
219 野菜 オクラ ｵｸﾗ 237
219 野菜 金糸瓜 ｷﾝｼｳﾘ 238
219 野菜 ゴーヤ ｺﾞｰﾔ 239
219 野菜 白ウリ ｼﾛｳﾘ 240
219 野菜 スイートコーン ｽｲｰﾄｺｰﾝ 241
219 野菜 ズッキーニ ｽﾞｯｷｰﾆ 242
219 野菜 トウガン ﾄｳｶﾞﾝ 243
219 野菜 ホンウリ ﾎﾝｳﾘ 244
219 野菜 ゆうがお ﾕｳｶﾞｵ 245
219 野菜 かぶ ｶﾌﾞ 246
219 野菜 菊芋 ｷｸｲﾓ 247
219 野菜 ごぼう ｺﾞﾎﾞｳ 248
219 野菜 さつまいも ｻﾂﾏｲﾓ 249
219 野菜 とうのいも ﾄｳﾉｲﾓ 250
219 野菜 ながいも ﾅｶﾞｲﾓ 251
219 野菜 みょうが ﾐｮｳｶﾞ 252
219 野菜 やまいも ﾔﾏｲﾓ 253
219 野菜 ヤーコン ﾔｰｺﾝ 254
219 野菜 かんしょ ｶﾝｼｮ 255
219 野菜 やまごぼう ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ 256
219 野菜 ささげ ｻｻｹﾞ 257
219 野菜 ししとう ｼｼﾄｳ 258
219 野菜 しそ ｼｿ 259
219 野菜 セリ ｾﾘ 260
219 野菜 とうがらし ﾄｳｶﾞﾗｼ 261
219 野菜 にら ﾆﾗ 262
219 野菜 えだまめ ｴﾀﾞﾏﾒ 263
219 野菜 らっきょう ﾗｯｷｮｳ 264
219 野菜 にんにく ﾆﾝﾆｸ 265
219 野菜 ハーブ類 ﾊｰﾌﾞﾙｲ 266
219 野菜 きのこ類 ｷﾉｺﾙｲ 267
219 野菜 うど ｳﾄﾞ 268
219 野菜 行者ニンニク ｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸ 269
219 野菜 ふき ﾌｷ 270
219 野菜 ワラビ ﾜﾗﾋﾞ 271
219 野菜 ウドブキ ｳﾄﾞﾌﾞｷ 272
219 野菜 コゴミ ｺｺﾞﾐ 273
219 野菜 ルバーブ ﾙﾊﾞｰﾌﾞ 274
219 野菜 おかひじき ｵｶﾋｼﾞｷ 275
219 野菜 青とうがらし ｱｵﾄｳｶﾞﾗｼ 276
219 野菜 ほおずき ﾎｵｽﾞｷ 277
219 野菜 パプリカ ﾊﾟﾌﾟﾘｶ 278



219 野菜 その他野菜 ｿﾉﾀﾔｻｲ 399
219 果樹 りんご ﾘﾝｺﾞ 400
219 果樹 日本なし ﾆﾎﾝﾅｼ 401
219 果樹 西洋なし ｾｲﾖｳﾅｼ 402
219 果樹 もも ﾓﾓ 403
219 果樹 うめ ｳﾒ 404
219 果樹 柿 ｶｷ 405
219 果樹 くり ｸﾘ 406
219 果樹 いちじく ｲﾁｼﾞｸ 407
219 果樹 キウイフルーツ ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 408
219 果樹 あんず ｱﾝｽﾞ 409
219 果樹 木イチゴ ｷｲﾁｺﾞ 410
219 果樹 銀杏 ｷﾞﾝﾅﾝ 411
219 果樹 クルミ ｸﾙﾐ 412
219 果樹 すもも ｽﾓﾓ 413
219 果樹 ソルダム ｿﾙﾀﾞﾑ 414
219 果樹 びわ ﾋﾞﾜ 415
219 果樹 ベリー類 ﾍﾞﾘｰﾙｲ 416
219 果樹 プルーン ﾌﾟﾙｰﾝ 417
219 果樹 やまぶどう ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ 418
219 果樹 マルメロ ﾏﾙﾒﾛ 419
219 果樹 ぶどう ﾌﾞﾄﾞｳ 420
219 果樹 さくらんぼ ｻｸﾗﾝﾎﾞ 421
219 果樹 さるなし ｻﾙﾅｼ 422
219 果樹 その他果樹 ｿﾉﾀｶｼﾞｭ 499
219 花き・花木 アジサイ ｱｼﾞｻｲ 500
219 花き・花木 イチイ ｲﾁｲ 501
219 花き・花木 ウメモドキ ｳﾒﾓﾄﾞｷ 502
219 花き・花木 桜 ｻｸﾗ 503
219 花き・花木 シンフォリカルボス ｼﾝﾌｫﾘｶﾙﾎﾞｽ 504
219 花き・花木 スモークツリー ｽﾓｰｸﾂﾘｰ 505
219 花き・花木 セツカヤナギ ｾﾂｶﾔﾅｷﾞ 506
219 花き・花木 ツルウメモドキ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 507
219 花き・花木 南天 ﾅﾝﾃﾝ 508
219 花き・花木 ビブルナム ﾋﾞﾌﾞﾙﾅﾑ 509
219 花き・花木 ヒペリカム ﾋﾍﾟﾘｶﾑ 510
219 花き・花木 ボケ ﾎﾞｹ 511
219 花き・花木 紫式部 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 512
219 花き・花木 ユーカリ ﾕｰｶﾘ 513
219 花き・花木 レンギョウ ﾚﾝｷﾞｮｳ 514
219 花き・花木 アザミ ｱｻﾞﾐ 515
219 花き・花木 アスター ｱｽﾀｰ 516
219 花き・花木 アーティチョーク ｱｰﾃｨﾁｮｰｸ 517
219 花き・花木 アネモネ ｱﾈﾓﾈ 518
219 花き・花木 アリウム ｱﾘｳﾑ 519
219 花き・花木 アルストロメリア ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ 520
219 花き・花木 アヤメ ｱﾔﾒ 521
219 花き・花木 イブニングスター ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞｽﾀｰ 522
219 花き・花木 エキナセア ｴｷﾅｾｱ 523
219 花き・花木 エキノプス ｴｷﾉﾌﾟｽ 524
219 花き・花木 エリンジューム ｴﾘﾝｼﾞｭｰﾑ 525
219 花き・花木 オダマキ ｵﾀﾞﾏｷ 526
219 花き・花木 オーニソガラム ｵｰﾆｿｶﾞﾗﾑ 527
219 花き・花木 おみなえし ｵﾐﾅｴｼ 528
219 花き・花木 貝細工 ｶｲｻﾞｲｸ 529
219 花き・花木 カキツバタ ｶｷﾂﾊﾞﾀ 530
219 花き・花木 かすみ草 ｶｽﾐｿｳ 531
219 花き・花木 カーネーション ｶｰﾈｰｼｮﾝ 532
219 花き・花木 ケイカ ｹｲｶ 533
219 花き・花木 カラー ｶﾗｰ 534
219 花き・花木 観賞用唐辛子 ｶﾝｼｮｳﾖｳﾄｳｶﾞﾗｼ 535
219 花き・花木 カンパニュラ ｶﾝﾊﾟﾆｭﾗ 536
219 花き・花木 キキョウ ｷｷｮｳ 537
219 花き・花木 キク ｷｸ 538
219 花き・花木 金魚草 ｷﾝｷﾞｮｿｳ 539
219 花き・花木 クジャクソウ ｸｼﾞｬｸｿｳ 540
219 花き・花木 グラジオラス ｸﾞﾗｼﾞｵﾗｽ 541
219 花き・花木 クリスマスローズ ｸﾘｽﾏｽﾛｰｽﾞ 542
219 花き・花木 ケイトウ ｹｲﾄｳ 543
219 花き・花木 コスモス ｺｽﾓｽ 544
219 花き・花木 ササリンドウ ｻｻﾘﾝﾄﾞｳ 545
219 花き・花木 サマーチェリー ｻﾏｰﾁｪﾘｰ 546
219 花き・花木 サンダ―ソニア ｻﾝﾀﾞｰｿﾆｱ 547
219 花き・花木 シクラメン ｼｸﾗﾒﾝ 548
219 花き・花木 ジギタリス ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ 549
219 花き・花木 秋明菊 ｼｭｳﾒｲｷﾞｸ 550
219 花き・花木 女郎花 ｵﾐﾅｴｼ 551
219 花き・花木 スイセン ｽｲｾﾝ 552
219 花き・花木 スイートピー ｽｲｰﾄﾋﾟｰ 553
219 花き・花木 スカビオサ ｽｶﾋﾞｵｻ 554
219 花き・花木 スターチス ｽﾀｰﾁｽ 555



219 花き・花木 ストック ｽﾄｯｸ 556
219 花き・花木 スモークグラス ｽﾓｰｸｸﾞﾗｽ 557
219 花き・花木 セロシア ｾﾛｼｱ 558
219 花き・花木 千日紅 ｾﾝﾆﾁｺｳ 559
219 花き・花木 ソリダコ ｿﾘﾀﾞｺ 560
219 花き・花木 ソリダスター ｿﾘﾀﾞｽﾀｰ 561
219 花き・花木 ダイアンサス ﾀﾞｲｱﾝｻｽ 562
219 花き・花木 ダリア ﾀﾞﾘｱ 563
219 花き・花木 チーゼル ﾁｰｾﾞﾙ 564
219 花き・花木 チューリップ ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ 565
219 花き・花木 デルフィニウム ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ 566
219 花き・花木 トルコギキョウ ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 567
219 花き・花木 ナデシコ ﾅﾃﾞｼｺ 568
219 花き・花木 バラ ﾊﾞﾗ 569
219 花き・花木 ひまわり ﾋﾏﾜﾘ 570
219 花き・花木 姫ひまわり ﾋﾒﾋﾏﾜﾘ 571
219 花き・花木 ヒメユリ ﾋﾒﾕﾘ 572
219 花き・花木 日扇 ﾋｵｳｷﾞ 573
219 花き・花木 風船とうわた ﾌｳｾﾝﾄｳﾜﾀ 574
219 花き・花木 フサスグリ ﾌｻｽｸﾞﾘ 575
219 花き・花木 ププレウラム ﾌﾟﾌﾟﾚｳﾗﾑ 576
219 花き・花木 フリージア ﾌﾘｰｼﾞｱ 577
219 花き・花木 ベビーコーン ﾍﾞﾋﾞｰｺｰﾝ 578
219 花き・花木 ベニバナ ﾍﾞﾆﾊﾞﾅ 579
219 花き・花木 ヘリクリサム ﾍﾘｸﾘｻﾑ 580
219 花き・花木 ヘレニューム ﾍﾚﾆｭｰﾑ 581
219 花き・花木 弁慶草 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ 582
219 花き・花木 ほうき草 ﾎｳｷｸﾞｻ 583
219 花き・花木 ほおずき ﾎｵｽﾞｷ 584
219 花き・花木 ホトトギス ﾎﾄﾄｷﾞｽ 585
219 花き・花木 マトリカリア ﾏﾄﾘｶﾘｱ 586
219 花き・花木 マリーゴールド ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 587
219 花き・花木 ミシマサイコ ﾐｼﾏｻｲｺ 588
219 花き・花木 メジューム ﾒｼﾞｭｰﾑ 589
219 花き・花木 モルセラ ﾓﾙｾﾗ 590
219 花き・花木 矢車草 ﾔｸﾞﾙﾏｿｳ 591
219 花き・花木 ユリ ﾕﾘ 592
219 花き・花木 ラークスパー ﾗｰｸｽﾊﾟｰ 593
219 花き・花木 ラベンダー ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ 594
219 花き・花木 ラナンキュラス ﾗﾅﾝｷｭﾗｽ 595
219 花き・花木 リアトリス ﾘｱﾄﾘｽ 596
219 花き・花木 リオン ﾘｵﾝ 597
219 花き・花木 リンドウ ﾘﾝﾄﾞｳ 598
219 花き・花木 ルドベキア ﾙﾄﾞﾍﾞｷｱ 599
219 花き・花木 ルピナス ﾙﾋﾟﾅｽ 600
219 花き・花木 レースフラワー ﾚｰｽﾌﾗﾜｰ 601
219 花き・花木 れんげ ﾚﾝｹﾞ 602
219 花き・花木 ワレモコウ ﾜﾚﾓｺｳ 603
219 花き・花木 はす ﾊｽ 604
219 花き・花木 菜の花 ﾅﾉﾊﾅ 605
219 花き・花木 ラン ﾗﾝ 606
219 花き・花木 アンゲロニア ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ 607
219 花き・花木 トレニア ﾄﾚﾆｱ 608
219 花き・花木 ネメシア ﾈﾒｼｱ 609
219 花き・花木 パンジー ﾊﾟﾝｼﾞｰ 610
219 花き・花木 ペチュニア ﾍﾟﾁｭﾆｱ 611
219 花き・花木 しゃくやく ｼｬｸﾔｸ 612
219 花き・花木 その他花き・花木 ｿﾉﾀｶｷｶﾎﾞｸ 649
219 野菜 アマランサス ｱﾏﾗﾝｻｽ 800
219 野菜 あわ ｱﾜ 801
219 野菜 きび ｷﾋﾞ 802
219 野菜 ひえ ﾋｴ 803
219 野菜 はとむぎ ﾊﾄﾑｷﾞ 804
219 野菜 その他雑穀 ｿﾉﾀｻﾞｯｺｸ 819
219 野菜 小豆 ｱｽﾞｷ 820
219 野菜 落花生 ﾗｯｶｾｲ 821
219 野菜 インゲン ｲﾝｹﾞﾝ 822
219 野菜 エンドウ豆 ｴﾝﾄﾞｳﾏﾒ 823
219 野菜 そらまめ ｿﾗﾏﾒ 824
219 野菜 花豆 ﾊﾅﾏﾒ 825
219 花き・花木 花木（種） ｶﾎﾞｸ(ﾀﾈ) 827
219 野菜 キャベツ（種） ｷｬﾍﾞﾂ(ﾀﾈ) 828
219 花き・花木 山林植栽用（種） ｻﾝﾘﾝｼｮｸｻｲﾖｳ(ﾀﾈ) 829
219 野菜 しそ（種） ｼｿ(ﾀﾈ) 830
219 野菜 たまねぎ（種） ﾀﾏﾈｷﾞ(ﾀﾈ) 831
219 野菜 トマト（種） ﾄﾏﾄ(ﾀﾈ) 832
219 花き・花木 バラ（種） ﾊﾞﾗ(ﾀﾈ) 833
219 果樹 りんご（種） ﾘﾝｺﾞ(ﾀﾈ) 834
219 野菜 その他野菜苗（種） ｿﾉﾀﾔｻｲﾅｴ(ﾀﾈ) 835
219 野菜 えごま ｴｺﾞﾏ 836
219 野菜 くわい ｸﾜｲ 837



219 野菜 ごま ｺﾞﾏ 838
219 野菜 マコモダケ ﾏｺﾓﾀﾞｹ 839
219 花き・花木 たばこ（葉たばこ） ﾀﾊﾞｺ(ﾊﾀﾊﾞｺ) 840
219 野菜 こんにゃく ｺﾝﾆｬｸ 841
219 花き・花木 芝生 ｼﾊﾞﾌ 842
219 野菜 陸ワサビ ﾘｸﾜｻﾋﾞ 843
219 花き・花木 蜜源れんげ ﾐﾂｹﾞﾝﾚﾝｹﾞ 844
219 花き・花木 採油用ひまわり ｻｲﾕﾖｳﾋﾏﾜﾘ 845
219 野菜 センブリ ｾﾝﾌﾞﾘ 846
219 野菜 とうき ﾄｳｷ 847
219 野菜 薬用人参 ﾔｸﾖｳｼﾆﾝｼﾞﾝ 848
219 花き・花木 ホップ ﾎｯﾌﾟ 849
219 野菜 タラの芽 ﾀﾗﾉﾒ 850
219 野菜 豆類その他 ﾏﾒﾙｲｿﾉﾀ 851
219 花き・花木 香料作物 ｺｳﾘｮｳｻｸﾓﾂ 852
219 花き・花木 甘茶 ｱﾏﾁｬ 853
219 野菜 ゴミシ ｺﾞﾐｼ 861
219 野菜 てんさい ﾃﾝｻｲ 948
219 野菜 でん粉原料用ばれいしょ ﾃﾞﾝﾌﾟﾝｹﾞﾝﾘｮｳﾖｳﾊﾞﾚｲｼｮ 949



（別紙２）

整理番号９に係る生産性向上のための取組

取組内容 備考

多収品種の導入

【確認方法】
種子の購入伝票(自家採種の場合は作業
日誌及び購入当初の種子購入伝票又は
自家増殖計画書)

不耕起田植技術
【確認方法】
作業日誌

排水対策
（明暗きょ排水の整備、心土破砕）

【確認方法】
作業日誌

育苗・移植作業の省力化
（直は栽培、乳苗移植、プール育苗、密苗栽培、疎植栽培）

【確認方法】
作業日誌

土づくり
（堆肥の施用、ケイ酸質資材の施用）

【確認方法】
作業日誌及び土壌診断結果通知書又は
肥料購入伝票

肥料の低コスト化、省力化
（土壌分析・生育診断を踏まえた施肥、流し込み施肥、側条施肥）

【確認方法】
作業日誌及び土壌診断結果通知書又は
肥料購入伝票

農薬の低コスト化、省力化
（種子の温湯消毒、農薬の苗箱播種同時処理、農薬の田植同時
処理、共同防除）

【確認方法】
作業日誌及び農薬の購入伝票

立毛乾燥
【確認方法】
作業日誌

担い手が行う取組

農地中間管理機構の借受者、認定農業
者、認定新規就農者、集落営農、人・農地
プランに位置付けられた地域の中心となる
経営体
【確認方法】
営農計画書及び農業経営改善計画の認
定書、青年等就農計画の認定書、経営所
得安定対策への加入を希望する集落営農
の一覧、人・農地プラン、担い手リストのい
ずれか

集積・団地化

５ha以上の団地化が対象
【確認方法】
営農計画書及び農地の位置関係がわかる
図面

施設・機械の共同利用
【確認方法】
作業日誌又は機械利用簿

収穫・流通体制の改善
（フレコン・バラ出荷、オペレータやコントラクタ等への作業委託）

【確認方法】
作業日誌及び出荷伝票又は作業委託契
約書のいずれかの写し

地域内流通
市内の需要者への出荷
【確認方法】
販売先がわかる伝票等


